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１ まえがき 

 現在、タイでは宅配事業社が多くあるが、

郵便局が国民によく利用されている。なぜ

なら料金が安くて、どこでも郵便局がある

からである。しかし、郵便局の配達はお客

様のところに荷物を届くことが遅かったと

いう問題がいつも起こっている。また、荷

物が壊れたり中身が盗まれたりするという

問題も多い。このような理由から、タイの

郵便局はお客様のニーズへ対応し、またお

客様から信頼を取り戻すために新たな発展

の要因として新しく有効的に配達するシス

テムを考える必要がある。その中で、最適

再配置問題を算出する必要がある。 

 通常、各住所へ集配達を行う郵便局はそ

の地域のほぼ中心地域を拠点としている。

しかし、配達先の場所と集配達頻度のこと

によって配達先との距離が最短となる最適

な営業所の再配置場所が異なるため、実際

の引き取り情報を基に算出する必要がある。 

 具体的に言うと、南側はあまり集配の少

ない住民が多い地域で、北側には集配の多

いオフィスが多ければ郵便局が中央部に重

ねを置いた配置が望ましい。このような地

図上の最適配置問題を解くにあたり、郵便

局と配達先の地理情報がユークリッド空間

で定義できれば、そのユークリッド距離と

その集配達頻度から求まる総合距離を最短

とする地点を算出することができる。 

 地図上で郵便局と配達先の距離を定規な

どで測ればいいが、近年の IT の進展のよっ

て郵便局の住所から緯度・経度データが変

換できるようになった。Google Map1)
や

Google 検索が一般に普及している昨今で

あるが、Web 上で簡単に目的の地図を表示

することができる。

 

 本研究ではこの技術を利用して、例とし

てバンコク中央部と南部にある郵便局の住

所データから緯度・経度を求め、緯度・経

度の平均を計算し、最適再配置場所を算出

する。その結果をリアルタイムで地図上に

表示方法を提案するものである。 

２ 最適な中央郵便局再配置の算出方法 

 まず、郵便局の担当地域の地図から最適

な配置場所を探索する方法であるが、最も

簡単なものはモンテカルロ法が挙げられる。

指定した地域に郵便局があるところの緯

度・経度を求め、それらの緯度・経度の平

均を計算し、計算点を配置してその中から

最適再配置場所となる点を求める方法であ

る。 

 また、AMR(Adaptive Mesh Refinement)

という方法は全体的に大まかな計算点を配

置し、さらに変化の激しい領域のみを計算

点を細かく追加して再計算を行い、目的に

応じてある条件を満たすまで計算点を細か

く再配置を繰り返す。 

 しかし、今回は AMR を利用せずに、再
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配置問題を単純化するために緯度・経度の

計算できる平均を利用して最適再配置場所

を算出することにする。 

２．１ 配置場所の定式化 

 本研究では中央郵便局、郵便局を営業所、

集配地点と呼ぶことにする。また集配地点

を（ x j , y j）、ここで j＝１〜n として、集配

地点の総数を N とする。また最適配置を算

出する方法として岡部・鈴木ら

2)
の密度関

数を参考することにする。 

 さらに、対象範囲の集配地点密度を f

（ x j , y j）で定義すると、その地域全体に

おける集配地点の総数はその地域全体で積

分することによって次式で求められる。 

 N = f (x, y)dxdy∫∫                 (1)   

 ちなみにある特定地点（ x j , y j）と、その

敷地面積 Aにおける集配地点の数は次式で

与えられる。 

 p j = f (x j , y j )dxdy
A
∫∫             (2) 

 ここに営業所を配置する地点を（x,y）と

したときに、集配地点からの距離は次式で

与えられる。 

 d = (x − x j )
2 + (y − y j )

2
      (3) 

 営業所から集配地点までの距離を全て加

算すると全体の距離 T が得られる。ここで

t j は１回の配達の営業所から集配地点まで

の距離を示し、T は全週配達記録の合計距

離を表す。   

 t j = d j p j = (x − x j )
2 + (y − y j )

2 1

N
      

                  (4)      

 T = d jPj =
j =1

n

∑                    (5) 

(x − x j )
2 + (y − y j )

2

j =1

n

∑ A f (x j , y j )dxdy∫∫  

 各集配達記録の場合は全ての運用記録に

対して１件につき１回として集配回数を加

算するため、１回の配達記録に対する密度

関数の値が１/N である。また同一場所への

集配達の場合は月か年という単位に集配達

が m 回として次のようになる。

p j = f (x j ,y j )dxdy ≅
1

N
× m

A
∫∫     (6) 

T = d j p j = (x − x j )
2 + (y − y j )

2

j =1

n

∑ m

Nj =1

n

∑

                                  (7) 

 次に営業所から集配地点までの総合距離

を細小にする営業所の場所を算出する。す

なわち総合距離を(7)式のように定義でき

れば、最小値を求めることが可能になり、

空間の各座標系で偏微分した値が０となる

条件式を解けば良い。 

 

∂T

∂x
= 0                           (8)  

 

∂T

∂y
= 0                           (9)                           

 そして、この値が最小値となるためには

次の条件を満たす必要がある。 

 

∂2T

∂x 2 〉0                          (10) 

  H =
∂2T

∂x 2

∂2T

∂y 2 −
∂2T

∂x∂y

∂2T

∂y∂x
〉0      (11) 

 これによって構成される方程式を解くこ

とによって営業所の最適配置地点 x,y が決
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定される。しかしながら、本研究では先述

のようにパソコンの利用が容易で Google 

map を利用し、タイのバンコク中央部と南

部にある郵便局住所のデータから緯度・経

度を求め、それらの平均を計算し、最適な

中央郵便局再配置を算出するために、営業

所の位置を変化させた時の(7)式の総合距

離 T の分布が示されているが、これを最小

にする座標値を求めれば良い。従って、(10)

式と(11)式を計算して、正であることを確

認し、(7)式を(8)式のように偏微分すると

次式を得る。 

 

∂T

∂x
= (2x − 2x j ) = 0

j =1

n

∑            (12) 

  

∂T

∂y
= (2y − 2y j ) = 0

j =1

n

∑            (13) 

さらに、(12)式を解くことによって、次式

を得る。 

 x
j =1

n

∑ = x j
j =1

n

∑                      (14) 

 x =
x j

j =1

n

∑

n
                       (15)   

 (13)式も上記の同じように解ければ、次式

を得る。 

 y =
y j

j =1

n

∑

n
                       (16) 

従って位置座標は(15)と(16)式で求めら

れる。この位置座標の平均を計算し、最適

再配置場所を算出する場合には、本論の手

法は大変に有効となるので、この方法を利

用して中央郵便局の最適再配置を算出する

ことにする。 

２．２ 研究方法 

１）対象範囲 

 研究対象範囲は Fig.1 のようにタイのバ

ンコク中央部と南部にある中央郵便局や郵

便局を中心とした。また、その対象範囲地

域にある中央郵便局と郵便局を調べ、８７

ヶ所があることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 研究対象範囲(バンコク中央部と南部) 

 

２）緯度・経度情報の取得方法 

 位置座標いわゆる緯度と経度は Web 上

から住所に対する緯度・経度が得られる。

具体的には API 3)
を利用して Geocode を提

供する Web サービスからプログラムで自

動的に緯度・経度が取得できる。この Web

サービス API で最も著名なものは Google

マップ API であり、住所から緯度・経度へ

変換することができる。 

３ 研究結果 

 対象範囲にある８７ヶ所の中央郵便局と

郵便局の住所データから Geocode で緯度・

経度へ変換し、その緯度・経度を取得した

結果を Table1 に示す。 

本研究では単純化に算出するために緯

度・経度の計算できる平均を利用して最適 

  郵便局 

中央郵便局 
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Table1 Geocode Web サービスで特定住所

の緯度・経度を取得したデータ 

 

 

 

再配置場所を算出することにする。最初に

述べたように、(15)と(16)式で緯度・経度の

平均を計算すると次のようになった。 

x =
1195.280682

87
=13.73885841 

y =
8748.00391

87
=100.551769 

 上の計算結果により、最適再配場所の緯

度・経度は 13.73885841,100.5517691 のと

ころと分かった。 

 上記の計算できた緯度・経度を Geocode 

Web サービスを利用してそのところ求め

た。そして、Google map を利用して、この

地点を Fig.2 のように表示する。 

 Fig.2 により、赤いポイントは中央郵便局

の最適再配検討場所である。 

 

Fig.2 中央郵便局の最適再配検討場所 

 

 これにより、中央郵便局が一番効率的な

場所は〒10110 タイ王国、バンコク、クロ

ントイ区プラスック道付近となった。 

３ まとめ 

 今回の研究では Geocode Web サービス

で住所から緯度・経度へ変換し、その緯度・

経度の平均を計算することによって再配置

場所を簡易的に求められた。 

 本研究を通じて、中央郵便局は Fig.2 に

より、中央部に人口と集配達頻度が多いこ

とであった。現在の中央郵便局と理想的な

地域のほぼ中心にある中央郵便局よりかな

りの中央部に中央郵便局を再配置すれば効

率が良くなることが分かった。 
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